
橿原市福祉センター やわらぎの郷 

指定管理者業務仕様書 

平成３０年５月 

橿 原 市 



第１ 本仕様書の位置づけ 

  本仕様書は、橿原市福祉センターやわらぎの郷（以下「福祉センター」という。）の管

理運営に関し、橿原市（以下「市」という。）が指定管理者に要求する管理運営の基準を

示すものである。 

  指定管理者は、本仕様書に示されている業務の仕様、基準を満たす限りにおいて、自

由に事業計画の作成を行うことができるものとするが、その際には「募集要項」等にお

いて示された諸条件を必ず遵守し、事業計画を作成するものとする。 

第２ 福祉センターの管理に関する基本的な考え方 

 指定管理者は、福祉センターを管理運営するに当たり、次に掲げる項目に沿って行う  

こと。 

（１）福祉センターは、温浴施設を主として、レクリエーション及びあらゆる世代間に

ふれあいの場を提供し、福祉及び健康の増進を目的に設置されている公共施設であ

るため、その設置理念に基づいた管理運営を行うこと。 

（２）特定の個人、団体及びグループ等に対して、有利あるいは不利になるような取扱

いをしないこと。 

（３）効率的かつ効果的な管理運営を行い、経費の削減に努めること。 

（４）個人情報の適切な管理を行うこと。 

（５）利用者の意見、要望を管理運営に反映させること。 

第３ 施設の運営に関する業務基準 

１．施設の利用に関する業務 

（１）施設の利用受付、許可、取消しその他施設の利用に関すること。 

（２）入館料及び使用料（以下「入館料等」という。）の徴収、減免及び還付に関するこ 

と。 

（３）施設、付帯設備及び備品の維持管理に関すること。 

（４）その他、市長が必要と認める業務に関すること。 

２．入館料等の管理に関する業務 

（１）指定管理者は、福祉センターの利用者から収受した全ての入館料等について帳簿

を作成しなければならない。 

（２）福祉センターの入館料等は、橿原市福祉センター条例別表第１及び別表第２に基

づき、福祉センターへの入館に係るものにあっては入館料の額の範囲内において、
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施設の使用に係るものにあっては使用料の額の範囲内において、市長の承認を得て

料金を定めることとする。 

（３）本施設への入館料等を指定管理者の収入として収受することとする。（利用料金制） 

（４）市から事前に申し出のあった公的行事等については、一般利用に優先するものと

する。また公共的団体から直接申し出のあった場合は、市と協議を行うこと。 

３．広報に関する業務 

 指定管理者は、施設のＰＲ及び情報提供のために、市の承認を得て、以下の例を参

考に、必要な媒体の作成、配布を行うこと。 

①必要に応じて、市広報誌への掲載

②ホームページの作成・更新等

③施設案内リーフレットの作成・配布

④各事業のチラシ、情報紙などの作成・配布

⑤事業報告書又は事業概要等、本施設の業務等を紹介する資料の作成・配布

４．その他の業務 

（１）急病等への対応 

指定管理者は、福祉センターの利用者等の急な病気、けが等に対応できるように

近隣の医療機関等と連携し、緊急時には的確な対応を行うこと。 

（２）緊急時の対応 

①事故や災害など、緊急事態の発生に備え、市及び関係機関への連絡体制など、

迅速に対応できる体制を確立すること。

②緊急事態発生時には利用者の安全を最優先とし、普段から緊急時や災害時に備

え、避難訓練などを実施するなど、緊急時対応体制を整えておくこと。

（３）災害時の対応 

 福祉センターは、地域の「避難場所」として位置付けられており、災害発生時に

は市の要請に応じ、「橿原市地域防災計画」に基づいて、避難者の受入れに福祉セン

ター施設の指定管理者（行政の代行者）として、協力すること。 

第４ 利用者サービスに関する業務基準 

 指定管理者は、多世代間のふれあいと交流及びレクリエーションの場を提供し、もっ

て福祉及び健康の増進に資するため、次の業務を実施することとする。なお、自主事業

とは、指定管理者が施設の設置目的の範囲内で、市の承認を得て魅力ある事業を独自に

展開することをいう。 

また、自主事業により得た収入については指定管理者の収入とすることができる。 
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１．多世代間のふれあいと交流及びレクリエーション事業 

指定管理者は、利用者の福祉及び健康の増進を図るため、下記のとおり福祉センタ

ーを管理運営するものとする。 

（１）温浴サービス 

浴場に設けたジェットバス、ジャグジーバス、露天風呂、打たせ湯、ミストサウ

ナ等の温浴施設の維持管理を行うとともに、快適な利用環境を整えること。 

（２）レクリエーションサービス 

①パターゴルフ

パターゴルフ場の芝生等の環境を整えるとともに、施設利用者が快適に利用でき

るよう努めること。 

②カラオケ

カラオケ機器の保守管理に努めるとともに、舞台付大広間で施設利用者が快適に

利用できるよう努めること。 

利用者がカラオケを楽しむことができるよう進行管理等を行うこと。 

③囲碁・将棋

娯楽室で囲碁と将棋ができる環境を整えるとともに、施設利用者が快適に利用で

きるよう努めること。 

④ビリヤード・卓球

多目的室に設けられたビリヤード台と卓球台の保全管理に努め、施設利用者が快

適に利用できるよう努めること。 

（３）健康増進サービス 

  機能回復訓練室に設けたヘルストロンの保守点検を実施するともに、その使用に

当たって利用者間の調整を行うこと。また、加齢による身体機能退行予防器具の保

全に努めること。 

２．利用者サービス促進に関する業務 

（１）利用促進・サービス向上事業（指定管理者自主事業） 

指定管理者は、「１．多世代間のふれあいと交流及びレクリエーション事業」で示

した事業のほか、施設の利用促進、利便性向上等を目指した事業を提案し、市の承

認を得て、積極的に実施すること。 

 なお、事業の実施に当たっては、事業実施前に市と協議することとする。 

（２）バス運行業務 

   福祉センターに来館する市内老人クラブの団体を無料送迎すること。 

  ※希望があれば送迎バスを借り上げて、原則１日１往復で送迎を行う。 

   バス借上料は指定管理料の範囲とする。 
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第５ 施設の維持管理に関する基準 

 

１．保守管理業務 

   指定管理者は、施設及び設備の機能と環境を維持し、福祉センターにおけるサービ

ス提供が常に円滑に行われるように、施設及び設備の保守管理業務を行うこと。 

（１）建物の保守管理 

    指定管理者は、福祉センターを適切に管理運営するために、建物の日常的な点検

を計画的に行い、仕上げ材の浮き、ひび割れ、はがれ等が発生しない状態を維持す

るとともに、美観を維持すること。また、指定管理者は、施設を安全かつ安心して

利用できるよう予防保全に努めるともに、不具合を発見した場合、速やかに市に報

告すること。 

（２）植栽管理・パターゴルフ場芝生管理業務 

指定管理者は、本施設内の樹木、芝生等について、施肥、剪定、刈込、薬剤散布、

除草、芝刈等の植栽管理を計画的に行って、美観の維持に努めること。 

 （３）特殊建築物等定期調査 

指定管理者は、建築基準法（昭和 25 年 5 月 24 日 法律第 201 号）第１２条に規定

する定期調査を実施し、その調査結果を市に報告すること。 

 

２．設備機器管理業務           （添付資料①、添付資料② 参照のこと） 

   指定管理者は、福祉センターの機能を維持するとともに、施設利用者がより快適に

利用できる良質の環境を提供すること。業務に当たっては、確実性、安全性及び経済

性に配慮し、設備機器が正常に機能しないことが明らかな場合は、適切な方法により

対応するとともに、市へ報告すること。 

（１）日常点検業務 

    日常の機器運転管理、点検、整備業務を行うこと。また、点検及び正常に機能し

ない場合の対応について、適切に記録すること。 

（２）定期点検・整備業務 

    法定点検及び初期性能・機能保持のため、年１回以上運転中の機械を停止し、外

観点検、機能点検、機能動作特性試験等の整備点検業務を行うこと。その際、必要

に応じて消耗品等の交換を行うこと。また点検及び正常に機能しない場合の対応に

ついて、適切に記録をとること。 

 

３．清掃業務 

   指定管理者は、福祉センターについて、良好な環境衛生、美観の維持に心がけ、施

設としての快適な空間を保つために、清掃業務を実施すること。 

   清掃は、できる限り利用者の妨げにならないように実施すること。 
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（１）日常清掃 

    指定管理者は、日常的に清掃を行い、施設、備品、器具等が常に清潔な状態に保

たれるようにすること。清掃回数などの条件については、指定管理者が適切に設定

すること。また消耗品は常に補充された状態にすること。 

（２）定期清掃 

    指定管理者は、日常清掃では実施しにくい清掃等を確実に行うため、必要に応じ

て定期的に清掃を実施すること。 

（３）その他 

    指定管理者は、日常清掃及び定期清掃のほかにも、必要に応じて清掃を実施し、

施設の良好な環境衛生、美観の維持に努めること。 

 

４．備品管理業務 

（１）備品の管理 

    施設に既存の市所有の備品については、指定管理者に指定管理期間中は無償貸与

する。 

    施設の利用に支障をきたさないよう、指定管理者は備品の管理を行うとともに、

不具合が生じた備品については、市と協議のうえ更新を行うこと。 

原則として、既存の備品の更新費用及び市が必要と認めた備品購入については、

市が経費を負担する。但し、指定管理者の都合による備品購入については、指定管

理者が経費を負担する。 

なお、物品の整理区分は、橿原市会計規則第５４条の規定に基づく。 

（２）備品台帳 

    指定管理者は、備品台帳を作成のうえ、備品の管理を確実に実施し、年に１回以

上の点検確認を行うこと。 

 

５．駐車場及び駐輪場管理業務 

指定管理者は、福祉センターの駐車場及び駐輪場の管理を行うこと。なお駐車場及

び駐輪場の管理にあたり、開館時間中は警備員を配置し、車両及び自転車等の監視及

び整理、安全な誘導を行わせるとともに、来客の安全を確保し、路上駐車の防止に努

めること。 

また、空き缶、ゴミ拾い等日常的な清掃、定期的な除草・草刈等を行って美観の維

持に努めること。 

 

６．保安警備業務 

   指定管理者は、福祉センターの防犯、防火及び防災に万全を期し、利用者が安心し

て施設利用ができる環境を確保するため保安警備業務を行うこと。また、防火管理者
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を選任し、法令に基づく防火体制等を整え、防災訓練を実施すること。 

   なお、夜間及び休館日の保安警備は、原則として機械警備方式を採用する。営業時

間内にあっては、施設の鍵の受渡し、遺失品管理等を行うこと。営業時間の終了時に

は、各階戸締り、消灯等の確認、各室・所の異常の有無及び火災予防の確認、点検等

を行い、侵入者、不審者等を発見した場合は、適切に対応すること。 

 

７．修繕業務 

福祉センターの小規模修繕（費用が１件５０万円未満）については、指定管理料の

うちから指定管理者が施工するものとする。なお、大規模修繕（費用が１件５０万円

以上）は、市が直接施工するものとする。 

 

８．長期修繕計画策定業務 

  福祉センターの長期修繕計画を建築士法第４条に定義されている免許を取得してい

る者が策定し、事業計画と共に橿原市へ提出すること。計画期間は１５年間とするこ

と。 

 

第６ 経営管理に関する業務基準 

 

１．業務計画書の作成業務 

  指定管理者は、業務計画書を毎年度２月末日までに、市に提出し、承認を得ること。 

 

２．業務報告書等の作成業務 

   指定管理者は、月次及び年次の業務報告書を作成すること。 

   月次業務報告書は、市が定める期限までに市へ提出すること。 

年次業務報告書は、前年度の事業報告を市が定める期限までに市へ提出すること。 

   業務日誌は、市が指定する期間これを保管し、市が求めたときは、これを提出する

こと。 

   各業務報告書等の内容は概ね以下のとおりとする。報告書等の様式及び報告内容に

ついては市の指示に従うこと。 

（１）月次業務報告書 

①利用状況等（利用者数、利用料金収入等） 

（２）年次業務報告書 

①業務の実施状況 

②決算報告 

③自己評価 

（３）業務日誌 
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   ①利用状況 

   ②管理運営に関わる事項 

 

３．評価業務 

指定管理者は、利用者等の意見や要望を把握し、運営に反映させるように努めると

ともに、結果について市に報告すること。 

年次業務報告書及び業務の評価結果等を考慮したうえで、指定管理者の業務が基準

を満たしていないと市が判断した場合は、必要な指示を行い、改善が見られない場合

は、指定を取り消すことがある。 

（１）施設の管理運営に対する自己評価 

施設の管理運営に関して、適宜自己評価を行い、その結果を年次業務報告書にま

とめ市へ提出すること。 

（２）施設の管理運営に対する市の監査 

市による施設の管理運営に対する監査がある場合は、必要な対応を行うこと。 

 

４．指定管理期間終了時の引継ぎ業務 

   指定管理者は、指定管理期間終了時に、次期指定管理者が円滑かつ支障なく福祉セ

ンターの業務を遂行できるように、引継ぎを行うこと。この場合の費用（次期指定管

理者側の引継ぎに要する費用は除く。）は、指定管理者の負担とする。 

 

第７ その他 

 

１．管理体制の整備等 

（１）管理運営体制 

指定管理者は、本事業を円滑かつ適切に遂行することが可能な維持管理・運営体

制を構築すること。 

（２）職員の服務管理 

指定管理者は、従事する全ての職員に対して公益使命を自覚させ、名札の着用、

来館者に満足を与える接遇（服装、身だしなみ、言葉づかい等）を徹底すること。 

 

２．文書の管理 

指定管理者は、指定管理期間中の文書の管理について、市の指示に基づき、年度毎、

分野毎に分類し、適切に管理すること。 

（１）利用申請書等の保管 

利用申請書等は、市の指示に基づき適切に保管し、指定管理期間終了後に市の指

示に従うこととする。 
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（２）記録類の保管 

本事業の実施に伴って作成・整備した図面・記録類について、汚損、紛失等のな

いよう適切な方法で保管し、次期指定管理者に引き継ぐこと。 

 保管期間については、市の指示に従うこと。 

 

３．保険の加入 

  指定管理者は、募集要項等に定める自らのリスクに対応して、適切な範囲で保険に

加入すること。 

 

４．個人情報の保護 

   指定管理者は、個人情報の保護に関する法律及び橿原市個人情報保護条例を遵守し、

個人情報の漏えいがないようにすること。 

また、業務上知り得た秘密を他に漏らし、または自己の利益のために利用してはな

らない。指定管理期間が終了（指定の取り消しを含む）後、並びに従事者が職務を退

いた後においても同様とする。 

 

５．情報の公開 

指定管理者は、市民が利用する公の施設の管理者であることを認識し、橿原市情報

公開条例（平成１０年橿原市条例第１５号）により、その管理運営について透明性を

高めるよう努めるものとする。 

 

６．環境への配慮 

  指定管理者は、「橿原市地球温暖化対策推進実行計画」に基づき、省エネルギーやリ

サイクルの推進など環境に配慮した取り組みに努めること。なお、市が実施する取り

組みには積極的に協力すること。 

 

７．業務の一括再委託の禁止 

指定管理者は、業務の全部を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはで

きない。ただし、福祉センターの運営管理に関する一部の業務を委託する場合は、事

前に市に書面で申請し、承諾を得たときはこの限りではない。 

 

 ８．館内利用制限 

 指定管理者は、本施設を利用しようとする者に対して、以下のとおり使用の制限等

を行うことができる。 

 （１）入館の制限 

   入館しようとする者又は入館した者が以下に掲げる事項のいずれかに該当すると
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きは、入館を拒否し、又は退館させることができる。 

①公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 

②福祉センターの施設又はその附属設備を損傷し、又は滅失するおそれがあると認

めるとき。 

③営利を目的とする行為をするおそれがあると認めるとき。 

④上記以外に管理上支障があると認めるとき。 

 （２）施設使用の制限に関すること。 

   ①施設使用を許可しない場合 

（ⅰ）政治的又は宗教的活動に使用するおそれがあるときと認めるとき。 

（ⅱ）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第

２条第２号に規定する暴力団の活動を助長し、又はその運営に資することと

なるとき。 

（ⅲ）管理上支障があると認めるとき。 

②施設使用の許可の条件を変更し、又はその使用を停止し、若しくは使用許可を取

り消す場合。 

（ⅰ）橿原市福祉センター条例若しくは橿原市福祉センター管理運営に関する規則

又はこれらの規定に基づく命令に違反したとき。 

（ⅱ）使用許可の条件に違反したとき。 

（ⅲ）偽りその他の不正の手段により許可を受けたとき。 

（ⅳ）上記事項のいずれかに該当することとなったとき。 

（３）市長が管理上必要と認める業務に関すること。 

 

９．その他の留意事項 

   本書に記載のない事項及び疑義が発生したときは、市と指定管理者が双方協議の上

決定することとする。 
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【添付資料①】      設備機器等管理業務基準一覧 
 
第１ 自動券売機管理業務 
   定期点検は年１回とし、券売機使用に不具合が生じた時に随時対応のこと。 
 
第２ 建物設備管理業務 

１．管理対象設備 
    建物設備管理業務の対象設備は、次のとおりとする。 

①電気設備   
②空調設備 

      ③給排水・衛生設備 
      ④消防用設備 
      ⑤自動扉設備 
     ※設備概要については、「添付資料②」を参照のこと 

２．管理業務の内容 
（１）責任者及び要員 

設備管理業務責任者を定め、市に報告すること。また変更した場合も同様とす
る。また、業務遂行上必要な関連法令に定められている作業責任者を定めた場合
は、官公署への届出も行うこと。責任者のほか、必要な資格及び能力を有した人
員を、業務に応じて従事させること。 

  （２）管理業務実施日 
     管理業務は、休館日に実施するものとする。 
  （３）管理業務の基準 
     管理業務の履行にあたって、各設備の安全及び建物内外の安全並びに衛生的環

境維持のために定められた次の諸法令及び諸規則及び関係法令等を遵守するもの
とする。 

      ・電気事業法 
      ・水道法 
      ・消防法 
      ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
      ・その他日本国法令、奈良県条例、橿原市条例など必要な法令等 
  （４）修繕業務 
     管理業務の実施にあたって、発見した故障、修繕箇所等は、「業務仕様書 第５ ７．

修繕業務」の規定に基づき、修繕を行なうこと。 
  （５）記録の分析・検討業務 
     電気・水道・ガス等の使用量のほか、運転・点検等に関する記録データの分析、

検討を行い、効率的かつ効果的な管理運営につなげるものとする。 
  （６）その他の管理業務 
      ①関係図面・取扱説明書類の収集、整備・保管 
      ②設備機器内容の確認、機器台帳整備 
      ③工具、器具とその台帳の管理 
      ④管理業務に用いる消耗品及び予備品の在庫管理 
      ⑤事故時及び非常時の応急処置（休館日及び夜間を含む） 
  （７）業務の実施に伴い、第三者に与える損害及び業務関係者の身体障害をてん補し、

損害のため必要を生じた経費は、指定管理者が負担し責任を持って対処すること。 
  （８）管理基準 
      ①電気設備 

受変電設備 受電設備精密点検（１回／年） 

特別点検（１回／６ヶ月） 

設備外観点検（１回／月） 

非常用 

発電整備 

発電機、原動機の運転チェック（１回／月） 

外観、機能点検（１回／６ヶ月） 

発電機、原動機の精密点検（１回／年） 

      ②空調設備 
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ガスヒートポンプチラー 冷房・暖房切替点検整備（２回／年） 

オンシーズン点検（２回／年） 

 

ファンコイルユニット 保守点検（４回／年） 

ファンコイルユニットフィルター洗浄（４回／年） 

ファンコイルユニットコイルフィン洗浄（１回／年） 

ビル用マルチ 保守点検（４回／年） 

室内機フィルター洗浄（４回／年） 

換気設備 保守点検及びフィルター交換（１回／年） 

      ③給排水・衛生設備 

受水槽 槽内清掃及び定期点検（１回／年） 

水質検査（１回／年） 

消防設備 外観検査（１回／６ヶ月） 

機能検査（１回／６ヶ月） 

総合点検（１回／年） 

加圧給水ポンプ 定期点検（１回／年） 

排水ポンプ 定期点検（１回／年） 

      ④消防設備 

消防設備 消火器具、屋内消火栓設備、自動火災報知設備、ガ

ス漏れ火災警報設備・非常警報器具及び設備、非難

器具、誘導灯及び誘導標識、非常電源（自家発電設

備）、非常電源（蓄電池設備）、防排煙 

機器点検（１回／６ヶ月） 

総合点検（１回／年） 

配線（１回／年） 

      ⑤自動扉設備 

自動扉設備 定期点検（１回／年） 

サッシ部、懸架部、動力作業部、制御装置、センサ

ー部、電気回路、その他 

 
第３ 温浴設備管理業務 
  １．管理対象設備 
    温浴設備管理業務の対象設備は、次のとおりとする。 
      ①温浴設備 
      ②温泉処理設備 ※温泉処理は停止中で、水道水を活用。 
      ③水質検査 
      ④配管内洗浄、沈殿物引抜・清掃作業 

２．管理業務の内容 
  （１）定期点検基準 
    ⅰ）試験運転監視 
      設備機器等を運転し、与えられた機能、性能に対して正常であるかどうか状

態等を監視する。 
    ⅱ）測定、整備業務 
     ・機器等の運転又は停止状態で測定器等を用いて試験、検査、清掃、注油、調

整、部品取替え、修理等の作業 
     ・温浴設備内の消耗機材であるヘアーキャッチャーについては、毎年２基計６

基の取替え、ろ過用ポンプについては、毎年２基計６基のオーバーホール作
業を行うこと。 

  （２）浴場管理業務 
    ⅰ）管理業務実施日 
      管理業務は、休館日に実施するものとする。 
    ⅱ）対象業務は次のとおりとする。 
     ・浴槽の湯抜き及び湯張り 
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      （湯抜き作業は、建物清掃業務委託における浴槽清掃作業前に実施し、湯張
り作業は、浴槽清掃作業完了後に実施すること。） 

     ・湯張り後のろ過器の正常な運転の確保 
     ・除毛器の清掃（毎日履行のこと。） 
     ・薬品の補充。 
     ・温浴機器類タイマー、温度、塩素濃度の設定及び調整 
  （３）レジオネラ症の防止対策 ※別紙１参照 
     公衆浴場法施行条例及び旅館行法施行条例に基づく、レジオネラ症防止対策を

実施すること。（別添資料参照） 
  （４）管理基準 
      ①温浴設備 

真空式温水ヒーター 通常点検（２回／年） 

総合点検（１回／年） 

煙道及び煙突下部堆積物除去（１回／年） 

排ガス測定 

ばいじん濃度、ＳＯＸ、ＮＯＸ（１年／回） 

貯湯槽（温泉） 水槽内清掃及び外観点検（１回／年） 

給水管及び移送管点検（１回／年） 

貯湯槽（市水） 水槽内清掃及び外観点検（１回／年） 

給水管及び移送管点検（１回／年） 

貯湯槽（うたせ湯） 水槽内清掃及び外観点検（１回／年） 

給水管及び移送管点検（１回／年） 

オーバーフロー槽Ａ，Ｂ 

（ジェットバス用） 

水槽内清掃及び外観点検（１回／年） 

給水管及び移送管点検（１回／年） 

ろ過器（ジェットバス用）２台 外観・機能点検（４回／年） 

自動弁の機能確認及び点検（４回／年） 

ろ過材交換及び内部点検（１回／年） 

ろ過器（露天風呂用）２台 外観・機能点検（４回／年） 

自動弁の機能確認及び点検（４回／年） 

ろ過材交換及び内部点検（１回／年） 

ろ過器（ジャグジ用）２台 外観・機能点検（４回／年） 

自動弁の機能確認及び点検（４回／年） 

ろ過材交換及び内部点検（１回／年） 

ろ過ポンプ（ジェットバス用） 

２台 

外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

オーバーホール（平成２８年度に更新） 

ろ過ポンプ（露天風呂用） 

２台 

外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

オーバーホール（平成２９年度に更新） 

ろ過ポンプ（ジャグジ用） 

２台 

外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

オーバーホール（平成３０年度に更新） 

除毛器 ６台 外観・機能点検（２回／年） 

交換２台（１回／年） 

ジェットポンプ（ジェットバス用） 

２台 

外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

ジェットポンプ（ジャグジ女子用） 外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

ジェットポンプ（ジャグジ男子用） 外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

うたせポンプ２台 外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

気泡機（ジャグジ用）２台 外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 
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エアフィルターの清掃（２回／年） 

給湯一次ポンプ（市水用） 外観・機能点検（２回／年） 

給湯一次ポンプ（温泉用） 外観・機能点検（２回／年） 

給湯二次ポンプ（温泉用） 外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁の点検（２回／年） 

熱交循環ポンプ（浴槽用） 外観・機能点検（２回／年） 

温泉水循環ポンプ（浴槽用）２台 外観・機能点検（２回／年） 

熱交換器（ジェットバス用）２台 外観・機能点検（１回／年） 

内部清掃（１回／年） 

熱交換器（うたせ・露天用）２台 外観・機能点検（１回／年） 

内部清掃（１回／年） 

熱交換器（ジャグジ用）２台 外観・機能点検（１回／年） 

内部清掃（１回／年） 

熱交換器（温泉タンク用）１台 外観・機能点検（１回／年） 

内部清掃（１回／年） 

薬品注入装置 

（ジェットバス用） 

外観・機能点検（１回／年） 

ポンプ吐出量の点検（２回／年） 

薬品注入装置 

（うたせ・露天用） 

外観・機能点検（１回／年） 

ポンプ吐出量の点検（２回／年） 

薬品注入装置 

（ジャグジ用） 

外観・機能点検（２回／年） 

ポンプ吐出量の点検（２回／年） 

膨張タンク 外観・機能点検（２回／年） 

ミスト装置（女子用） 外観・機能点検（４回／年） 

ミスト装置（男子用） 外観・機能点検（４回／年） 

ミストポンプ（女子用） 外観・機能点検（２回／年） 

ミストポンプ（男子用） 外観・機能点検（２回／年） 

制御盤 

（温浴設備用） 

外観・機能点検（４回／年） 

接地部の過熱、変色、緩みの点検及び増し閉め 

（４回／年） 

打たせ湯制御盤 外観・機能点検（２回／年） 

有圧換気ファン 外観・機能点検（２回／年） 

内部清掃（４回／年） 

補給弁、水位計 

５Ｐ－１０台、３Ｐ－４台 

外観・機能点検（４回／年） 

電極棒洗浄 

ノズル洗浄 ジェットバス 男・女（５２回／年） 

      ②温泉処理設備 

制御盤 

（温泉排水処理盤） 

（温泉排水制御盤） 

外観・機能点検（２回／年） 

接地部の過熱、変色、緩みの点検及び増し閉め 

（２回／年） 

温泉排水貯留槽 水槽内清掃及び外観点検（１回／年） 

電動弁の機能確認及びフロートスイッチの調整 

（２回／年） 

排水ポンプ 外観・機能点検（２回／年） 

逆止弁及びレベルセンサーの点検（２回／年） 

（温泉排水槽内２台、湧水槽内２台） 

計量槽及びミキシング槽 水槽内清掃及び外観点検（１回／年） 

電動弁の機能確認（２回／年） 

源水ポンプ（温泉処理施設用） 外観・機能点検（２回／年） 

エアーポンプ（ブロワー） 外観・機能点検（２回／年） 

エアークリーナーの清掃（２回／年） 

      ③水質検査 

貯湯槽水質検査 市水蛇口・各貯湯槽（１回／年） 

検査項目 レジオネラ属菌・大腸菌群数・色度・濁
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度・ｐＨ・過マンガン酸カリウム消費量 

浴槽水（男・女）水質検査 ジャグジー（２回／年） 

ジェットバス（２回／年） 

露天風呂（２回／年） 

検査項目 レジオネラ属菌・大腸菌群数・濁度・過

マンガン酸カリウム消費量 

④配管内洗浄、沈殿物引抜・清掃作業
温浴循環配管内洗浄・沈殿物処理 循環配管内洗浄 

排水沈殿物引抜及び洗浄 

第４ 昇降機管理業務 
  １．管理業務の内容 

（１）点検及び整備業務 
エレベーターの正常な運転機能を維持するため、常時遠隔監視を行い、適切な

点検とプログラムによる整備を行い、点検や経年・老朽等で必要と判定した機器
を構成する部品の修理又は取替を行う。（１回／３ヶ月） 

  （２）遠隔監視診断 
 ２４時間機器を遠隔監視診断し、異常や不具合発生時には、出動、対策を行う。 
〔監視項目〕 

①閉じ込め故障 ②起動不能故障 ③安全装置動作
④電源系統異常 ⑤走行異常 ⑥ドア開閉異常

〔診断項目〕 
①接触器動作状態 ②制御用マイコンの状態 ③ドア開閉状態
④かご着床状態 ⑤運転性能

  （３）異常時の通話機能 
閉じ込めなど異常時には、エレベーターかご内と管制センター又はサービス拠

点との間で直接通話ができること。 
  （４）検査立会い 

建築基準法第１２条、又は労働安全衛生法第４１条に定める法定検査の立会い
を行う。 

  （５）故障対策 
２４時間出動体制をとり不時の故障に対し、対応する。 

第５ 合併浄化槽保守点検業務 ※別紙２参照 
  １．保守点検業務の内容 

 指定管理者は、浄化槽の保守点検業務を行うにあたっては、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律、浄化槽法、水質汚濁防止法及び瀬戸内海環境保全特別措置法等関
係法令を遵守し、奈良県浄化槽取扱要綱に基づいて浄化槽の運転管理、保全及び水
質管理に関する業務を行うものとする。 
 業務の実施にあたっては、作業上安全確保のため、最低２名以上とし、１名以上
は、浄化槽管理士の資格を有する者とする。 

第６ カラオケ機器の賃貸業務 
  １．賃貸業務 

カラオケ機器の賃貸手続きを行い、適切な管理運用を行うものとする。 

第７ ヘルストロン管理業務 
  １．リース契約の締結 

 市が指定するヘルストロンのリース会社と締結し、リース料を指定管理料から支
払うこと。 
リース料は月額 76,194 円(税込)を見込んでいる。 
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【添付資料②】  

設 備 等 概 要 

（１）自動券売機 

項 目 仕 様 

自動券売機 機種ＶＴ－Ｇ１０Ｍ 高額紙幣対応機：グローリー製 

（２）電気設備 

項 目 仕 様 

引込方式 
３φ３Ｗ  ６．６Ｋｖ  ６０Ｈｚ 

車庫棟屋上キュービクルまで関西電力にて引込み 

受変電方式 高圧キュービクル設置、受配電盤４面 

受配電盤 

高圧受電盤  １面  

低圧電灯盤  ＮＯ．１  ＮＯ．２ 

低圧動力盤  １面 

変圧器等 

（Ｆモールド乾式自冷式） 

電 灯   １φ３Ｗ  ６．６Ｋｖ／２１０－１０５Ｖ 

  １００ＫＶＡ×１台   ５０ＫＶＡ×１台 

動 力   ３φ３Ｗ  ６．６／２１０Ｖ  ３００ＫＶＡ×１台 

スコットＴｒ  ６．６Ｋｖ／２１０－１０５Ｖ  １０ＫＶＡ×１台 

進相コンデンサ  ６．６Ｋｖ  １００Ｋｖａｒ×１台 

開閉器類 

ＶＣＡ  ７．２ｋＶ  ４００Ａ  ８ｋＡ ＤＳ３Ｐ ７．２ｋＶ  ４００Ａ×１ 

ＬＢＳ  ７．２ｋＶ  ２００Ａ（ＰＦ付）×４ 

ＭＣＢ  ３Ｐ２０Ａ～４００Ａ×２０  ２Ｐ２０Ａ～２５０Ａ×６ 

保護継電器等 

高圧ＶＣＴ×１  ＶＴ×１   

高圧ＣＴ×１ 

高低圧ＺＣＴ×４ ＬＡ８  ４ＫＶ×３ 

高圧ＤＧ×１ 

高圧ＯＣ×１ 

低圧ＬＧ×３ 

設置 １．２．３．ＬＡ．ＥＬＢ及び試験端子 

非常用発電設備 次頁参照 

建物設備管理 

監視制御用監視盤 

受信盤（火災警報、ガス漏れ警報、防火戸警報）、便所呼出表示器 

モニターテレビ、電気設備、インターホン、給排水衛生設備の状態 

異常及び警報監視、１階系統空調設備の異常 

幹線設備 

ケーブルラック配電方式及び配管配線方式 

動力分電盤×７面 

分電盤×４面 
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非常用発電設備  主要目表 

形 式          ＹＴ－４５ＣＣ 

同 期 発 電 機 

出 力          ４０ｋＶＡ 

電 圧          ２２０／１１０Ｖ 

電 流          １０５／２７．３Ａ 

周 波 数          ６０Ｈｚ 

回 転 速 度          ３，６００ｒｐｍ 

極 数          ２Ｐ 

相 数          ３φ３Ｗ １φ２Ｗ 

力 率          ０．８ 

保護．冷却方式          保護形（ＪＰ２０）、自由通風形（ＪＣＯ） 

励 磁 方 式          静止励磁 

絶 縁 種 類          電梯子 B 類 界磁 B 類 

エ ン ジ ン 

機関メーカー          ヤンマーディーゼル（株） 

名 称          ４ＴＮ８２ＴＬ－ＲＧＨ 

形 式          立形水冷４サイクル 

定 格 出 力          ５６ＰＳ 

回 転 速 度          ３，６００ｒｐｍ 

平均有効圧力          ７．７０Ｋｇ／ｃ 

総行程容積          １，８１６ｃｃ 

過 給 機          ０．５５ｋｇ／ｃ  １８０，０００ｒｐｍ 

冷 却 方 式          ラジエータ方式 

排 風 量          ７６／ｍｉｎ 

冷却水ポンプ吐出量 ５６ｌ／ｍｉｎ 

燃焼室形式          直接噴射式 

燃 料 油          軽 油 

燃料消費量          １１．６ｌ／ｈ 

燃 料 タ ン ク          ３０ｌ 

潤 滑 方 式          強制循環式 

潤 滑 油 量          ８．６ｌ 

始 動 方 式          電気始動式 

セルモーター          １２Ｖ  ２．０ｋＷ 

バッテリー容量          １２Ｖ  １００Ａｈ 
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塗 装 色          ５Ｙ７／１ 

 

（３）空調設備 

機器番号 機器名称 
台 

数 
仕          様 

GHP1～４ ガスヒートポンプチラー ４台 
冷房能力 ８５．０ｋW 

暖房能力 ９５．０ｋW 

GHP1～４ 水熱交換ユニット ４台 
冷却能力 ７１．０ｋW 

加熱能力 ８０．０ｋW 

ＦＣＵ－１ ファンコイルユニット ９台 

天井カセット型 ♯２００ 

Ｃ・１，６４０ｋｃａｌ／ｈ 

Ｈ・２，５１０ｋｃａｌ／ｈ 

容量  ３８Ｗ 

ＦＣＵ－２ ファンコイルユニット ５台 

天井カセット型 ♯３００ 

Ｃ・２，２７０ｋｃａｌ／ｈ 

Ｈ・３，４２０ｋｃａｌ／ｈ 

容量  ４０Ｗ 

ＦＣＵ－３ ファンコイルユニット １８台 

天井カセット型 ♯４００ 

Ｃ・３，０５０ｋｃａｌ／ｈ 

Ｈ・４，５８０ｋｃａｌ／ｈ 

容量  ６３Ｗ 

ＦＣＵ－４ ファンコイルユニット ８台 

天井カセット型 ♯６００ 

Ｃ・４，３７０ｋｃａｌ／ｈ 

Ｈ・６，５２０ｋｃａｌ／ｈ 

容量  ８２Ｗ 

ＦＣＵ－６ ファンコイルユニット ３台 

天井カセット型 ♯８００ 

Ｃ・６，１１０ｋｃａｌ／ｈ 

Ｈ・９，１８０ｋｃａｌ／ｈ 

容量  ９９Ｗ 

ＦＣＵ－１０ ファンコイルユニット １０台 

天井埋込型 ♯１０００ 

Ｃ・ ７，５００ｋｃａｌ／ｈ 

Ｈ・１２，８７０ｋｃａｌ／ｈ 

  １９３Ｗ 
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エアコン機器 

記 号 機器名称 形 式 
台 

数 

能     力 
電   気   容   

量 

冷房 

能力 

暖房 

能力 
CONP FAN 

ｋＷ ｋＷ ｋＷ （Ｉ）Ｗ （Ｏ）Ｗ 

ＢＭ－１ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋外機  １set ７２．８ ８１．５ 
５．７×

２ 
 

３４０×

３ 

ＢＭ－１Ａ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
４方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
６ ８．０ ９．０  ４５  

ＢＭ－２ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋外機  １ ２２．４ ２５．０ ５．７  ３４０ 

ＢＭ－２Ａ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
４方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
２ ７．１ ８．０  ４５  

ＢＭ－３ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋外機  １set ４４．８ ５０．０ 
５．７×

２ 
 

３４０×

２ 

ＢＭ－３Ａ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
４方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
２ １１．２ １２．５  ９０  

ＢＭ－３Ｂ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
４方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
１ ８．０ ９．０  ４５  

ＢＭ－３Ｃ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
４方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
１ ５．６ ６．３  ４５  

ＢＭ－３Ｄ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
２方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
１ ３．６ ４．０  １５  

ＢＭ－４ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋外機  １ １１．２ １２．５ ３．５  １４０ 

ＢＭ－４Ａ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 壁掛け型 ３ ３．６ ４．０  １８  

ＢＭ－３Ｅ ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ屋内機 
４方吹出 

ｶｾｯﾄ型 
２ ４．５ ５．０  ４５  

 

換気設備 

機器番号 機器名称 機  器  仕  様 容 量 台数 

ＨＥＸ－１ 空調換気扇 天井カセット型 処理風量 ５００ＣＭＨ ２３７Ｗ １ 

ＦＥＸ－３ 天井扇 ２０６ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ（低騒音型） ２４Ｗ １６ 

ＦＥＸ－４ 天井扇 ３５０ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ（低騒音型） ４０Ｗ ６ 

ＦＥＸ－５ 天井扇 ６００ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ（低騒音型） ８８Ｗ ２０ 

ＦＥＸ－６ 天井扇 ７５０ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ（低騒音型） １０１Ｗ ８ 

ＦＥＸ－８ 天井扇 ５７０ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ ８２Ｗ ４ 

ＦＥＸ－９ 天井扇 ４８０ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ（耐湿型） ６２Ｗ ２ 

ＦＥＸ－１０ 天井扇 ３３０ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ ３６Ｗ ３ 

ＥＦ－１ 排気ファン 
ＮＯ ２×４１００ＣＭＨ×３０ｍｍＡｑ 

（片吸込シロッコファン） 
１．５ｋｗ １ 
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ＥＦ－２ 排気ファン 
ＮＯ ２×３７５０ＣＭＨ×３５ｍｍＡｑ 

（片吸込シロッコファン） 
１．５ｋｗ １ 

ＥＦ－３ 排気ファン 
ＮＯ ２×３７５０ＣＭＨ×３５ｍｍＡｑ 

（片吸込シロッコファン） 
１．５ｋｗ １ 

ＥＦ－４ 排気ファン 
６００ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ 

（ラインファン） 
２５Ｗ １ 

ＥＦ－５ 
排気ファン 

 

３５００ＣＭＨ×２０ｍｍＡｑ 

（消音型ﾗｲﾝﾌｧﾝ） 
１．０ｋｗ １ 

ＦＥＸ－１０ 天井扇 ３５０ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ ３６Ｗ ３ 

ＥＦ－１ 排気ファン 
ＮＯ ２×４１００ＣＭＨ×３０ｍｍＡｑ 

（片吸込シロッコファン） 
１．５ｋｗ １ 

ＥＦ－２ 排気ファン 
ＮＯ ２×３７５０ＣＭＨ×３５ｍｍＡｑ 

（片吸込シロッコファン） 
１．５ｋｗ １ 

ＥＦ－３ 排気ファン 
ＮＯ ２×３７５０ＣＭＨ×３５ｍｍＡｑ 

（片吸込シロッコファン） 
１．５ｋｗ １ 

ＥＦ－４ 排気ファン 
６００ＣＭＨ×４ｍｍＡｑ 

（ラインファン） 
２５Ｗ １ 

ＥＦ－５ 
排気ファン 

 

３５００ＣＭＨ×２０ｍｍＡｑ 

（消音型ﾗｲﾝﾌｧﾝ） 
１．０ｋｗ １ 

ＥＦ－６ 
排気ファン 

 

６０００ＣＭＨ×１０ｍｍＡｑ 

（消音型ﾗｲﾝﾌｧﾝ） 
５５Ｗ １ 

 

（４）給排水・衛生設備管理業務 

機器番号 機器名称 機    器    仕    様 数量 

ＴＷ－１ 受水槽 
ＦＲＰ製組立パネル複合板 ２槽式 

有効容量 ２８ 寸法 ４．０×６．０×１．５ｍＨ（３６） 
１ 

ＰＰ－１ 自動給水ポンプ 
単独交互運転減圧弁方式 

４０φ×４５０Ｌ／ｍｉｎ×２０ｍ×２．２ｋＷ 
１ 

ＰＤ－１ 排水ポンプ 
自動交互並列運転 

６５φ×３００Ｌｍｉｎ／１０ｍ×１．５ｋＷ 
２ 

 

（５）消防用設備管理業務 

○ 電気設備 

機器名称 仕様 種 別 数 量 

感  知  器 

差動式スポット ２種 ７４個 

定温スポット（防水） １種 １５個 

定温スポット（特殊）  ３個 

定温スポット（防暴） １種 １個 

（煙）光電式 ２種 １６個 

非常ベルスイッチ   １組 

受  信  機  １級 ２０回線 
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非常放送設備   １台 

スピーカーの数   ７２台 

誘  導  灯   ２６台 

消火栓組込総合盤   ５組 

総合盤（地下機械室）   １組 

 

○ 屋内消火設備 

○ 消火系概要 

名     称 仕               様 数量 

消火ポンプ 
屋内消火栓用多段渦巻ポンプ 

６５φ×５０φ×３００Ｌ／ｍｉｎ×４０ｍ×５．５ｋｗ 
１ 

消火用補給水槽 鋼板製 ２００Ｌ １ 

消火水槽 
有効容量 ５．２ 

寸法 １．７６×３．０５×１．１１ｍＨ（５．１９） 
１ 

 

○ その他の設備 

   １．消火器（粉末ＡＢＣ） 

   ２．避難器具（避難はしご、すべり台各１台） 

 

外観・機能・総合点検の各作業項目は、消防法施行規則第３１条の４の規定で定める点検方法によ

る。 

 

（６）自動扉 

項   目 仕               様 数 量 

自 動 扉 ＤＳ型ドア－エンジン   ６台 

 

（７）温浴設備 

機器名称 仕            様 

真空式温水ヒータ 

（給湯ボイラー） 

缶体出力  ９３０ｋW  消費電力 ２．９ｋｗ 

真空式 給湯２回路式  ガス焚  

貯湯槽（温泉） 
容  量 ２５００×５５００×１５００Ｈ  ２００００ｌ 

材  質 ＦＲＰパネル水槽 保温型 

貯湯槽（市水） 
容  量 ２５００×５５００×１５００Ｈ  ６０００ｌ 

材  質 ＦＲＰパネル水槽 保温型 

オーバーフロー槽 A、B 

（ジェットバス用） 

容  量 ２５００×５５００×１５００Ｈ  １５００ｌ 

材  質 ＦＲＰパネル水槽 保温型 
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ろ過器 

ジェットバス用 ２台 

ＦＲＰ製 ろ過流量１１～１８㎥／Ｈ 

ろ過速度２８～４６ｍ／Ｈ 

ろ過器 

露天風呂用 ２台 

ＳＳ製 内面ＦＲＰライニング  

ろ過流量１～６㎥／Ｈ ろ過速度７．１～４２．９ｍ／Ｈ 

ろ過器 

ジャグジ用 ２台 

ＦＲＰ製 ろ過流量５～８㎥／Ｈ 

ろ過速度２５～５０ｍ／Ｈ 

ろ過ポンプ 

ジェットバス用 ２台 

ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

４０Ａ×３０Ａ×２５０ｌ／ｍｉｎ×１５ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

ろ過ポンプ 

露天風呂用 ２台 

ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

３２Ａ×３２Ａ×１００ｌ／ｍｉｎ×１５ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

ろ過ポンプ 

ジャグジ用 ２台 

ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

３２Ａ×３２Ａ×１００ｌ／ｍｉｎ×１５ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

除毛器 6 台 FC-80 型 

ジェットポンプ 

ジェットバス用 ２台 

ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

３２Ａ×３２Ａ×１４０ｌ／ｍｉｎ×２０ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

ジェットポンプ 

ジャグジ女子用 

ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

６５Ａ×５０Ａ×６００ｌ／ｍｉｎ×２０ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

ジェットポンプ 

ジャグジ男子用 

ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

５０Ａ×４０Ａ×３５０ｌ／ｍｉｎ×２０ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

うたせポンプ ２台 
ＦＤＰ型ステンレス渦巻ポンプ 

４０Ａ×３２Ａ×２００ｌ／ｍｉｎ×１５ｍ  １．５ｋｗ  ２００Ｖ 

気泡機 ２台 

ジャグジ用 

ロータリブロワ 

５０Ａ×８
   ３
ｍ ／ｍｉｎ×１５ｍ           ２００Ｖ 

給湯一次ポンプ 

市水用 

ライン型ステンレス製 

４０Ａ×２４２ｌ／ｍｉｎ×１０ｍ×０．７５ｋｗ   ２００Ｖ 

給湯一次ポンプ 

温泉用 

ライン型ステンレス製 

４０Ａ×２５０ｌ／ｍｉｎ×１０ｍ×０．７５ｋｗ   ２００Ｖ 

給湯二次ポンプ 

温泉用 

ライン型ステンレス製 

４０Ａ×１５２ｌ／ｍｉｎ×１２ｍ×０．７５ｋｗ   ２００Ｖ 

熱交循環ポンプ 

浴槽用 

ライン型ステンレス製 

５０Ａ×３６０ｌ／ｍｉｎ×１０ｍ×１．５ｋｗ    ２００Ｖ 

温泉水循環ポンプ 

浴槽用 ２台 

ライン型ステンレス製 

５０Ａ×３００ｌ／ｍｉｎ×１７ｍ×１．５ｋｗ    ２００Ｖ 

熱交換器 ２台 

ジェットバス用 

シェルアンドチューブ製   交換熱量 ７５０００ｋｃａｌ／Ｈ 

伝熱面積 １．８３㎡ チタン製 

熱交換器 ２台 

うたせ＋露天用 

シェルアンドチューブ製   交換熱量 ３００００ｋｃａｌ／Ｈ 

伝熱面積 １．８３㎡ チタン製 

熱交換器 ２台 

ジャグジ用 

シェルアンドチューブ製   交換熱量 ３００００ｋｃａｌ／Ｈ 

伝熱面積 １．８３㎡ チタン製 

熱交換機 １台 

温泉タンク用 

シェルアンドチューブ製 

交換熱量 ７００００ｋｃａｌ／Ｈ  伝熱面積 １．８３㎡ ＳＵＳ製 

薬注装置 

ジェットバス用 

ＰＥ １００ｌタンク        ポンプ ＴＭＰ－１ ２台 

最大吐出  ２５ｃｃ／ｍｉｎ  最高吐出圧 １０ｋｇ／ｃ
   ２
ｍ  

薬注装置 

うたせ＋露天用 

ＰＥ １００ｌタンク        ポンプ ＴＭＰ－１ ２台 

最大吐出  ２５ｃｃ／ｍｉｎ  最高吐出圧 １０ｋｇ／ｃ
   ２
ｍ  
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薬注装置 

ジャグジ用 

ＰＥ １００ｌタンク        ポンプ ＴＭＰ－１ ２台 

最大吐出  ２５ｃｃ／ｍｉｎ  最高吐出圧 １０ｋｇ／ｃ
   ２
ｍ  

膨張タンク タンク容量  ６７ｌ       最高使用圧力 ６ｋｇ／ｃ
   ２
ｍ  

ミスト装置 

女子ミストサウナ用 

ミストタンク（ＳＵＳ製） ３００ｌ  電気ヒーター  ７ｋｗ 

加圧ポンプ   ０．７５ｋｗ 

ミストノズル（ＮＭ－３型）×２０本  ２００Ｖ 

ミスト装置 

男子ミストサウナ用 

ミストタンク（ＳＵＳ製） ２５０ｌ  電気ヒーター  ５ｋｗ 

加圧ポンプ   ０．４０ｋｗ 

ミストノズル（ＮＭ－３型）×２０本  ２００Ｖ 

ミストポンプ 

女子ミストサウナ用 

ステンレスライン型 

２５Ａ×５０ｌ／ｍｉｎ×１０ｍ×０．２５ｋｗ 

エロヒインヒーター 銅製 Ｌ１０００×１   ２００Ｖ 

ミストポンプ 

男子ミストサウナ用 

ステンレスライン型 

２５Ａ×５０ｌ／ｍｉｎ×１０ｍ×０．２５ｋｗ 

エロヒインヒーター 銅製 Ｌ１０００×１   ２００Ｖ 

制御盤 
屋内自立式 

寸法  ３５０Ｗ×２４００×２０００ 

水位計 ５Ｐ×１０台   ３Ｐ×４台 

排水ポンプ 
ボルテック水中ポンプ 

４０φ×１００ｌ／ｍｉｎ×５Ｈ    ２．５ｋｗ 

 

温浴設備（うたせ） 

名   称 仕           様 

貯湯槽 容量  ２ｔ    材質  ＦＲＰパネル水槽 

制御盤 壁面据付式     ５００Ｗ×２００Ｄ×７００Ｈ 

 

 

温泉処理設備 

名   称 仕           様 

温泉排水貯留槽 
容量  ２５００×１２０００×１５００Ｈ    ４５０００ｌ 

材質  ＦＲＰパネル水槽 

計量槽 

（ノッチタンク） 

寸法  １４００×７５０×７００        ７００ｌ 

材質  ＦＲＰパネル 

ミキシング槽 
寸法  ２５００×８００×１１００ 

材質  鋼板（錆止め剤塗装） 

フロートスイッチ 別紙１参照 

温泉排水処理盤 

温泉排水制御盤 

壁面据付式 

寸法  ５００Ｗ×２００Ｄ×７００Ｈ 
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電動バルブ 

本体   青銅鋳物 

最高使用圧力 １０ｋｇｆ／ｃ㎡ 

配管径  ４０Ａ 

電動バルブ 

本体   青銅鋳物 

最高使用圧力 １０ｋｇｆ／ｃ㎡ 

配管径  ３２Ａ 

原水ポンプ 
能力  ５０φ×１５０ｌ／ｍｉｎ×４ｍＨ 

    ２００Ｖ ０．２３ｋｗ ２台 

エアーポンプ 

（ブロワー） 

仕様  １００Ｖ ２９Ｗ 

圧力  ０．１２ｋｇ／ｃ㎡ 

風量  ３２ｌ／ｍｉｎ 

 

温浴設備機器類業者 

機   器   名 業     者     名 

原水、逆洗、ろ過、ジェット 

うたせ、ラインポンプ 
荏原製作所（株） 

ボイラー 

※真空式温水ヒーター 
（株）ヒラカワガイダム 

膨張タンク 日立金属（株） 

各パネルタンク セキスイプラント（株） 

地下水中ポンプ 川本製作所（株） 

エアーコンプレッサー 日立製作所（株） 

ロータリーブロワー 世晃産業（株） 

循環ろ過器（温浴） 
鶴亀温水器工業（株）男女露天風呂用 

東洋濾水機（株）男女ジェットバス・男女ジャグジーバス用 

ろ過器用ポンプ （株）荏原製作所 

除毛器 鶴亀温水器工業（株） 

熱交換器 東西商事（株） 

薬品注入ポンプ 日本フィーダー工業（株） 

計量槽 コミニューターサービス（株） 

 

（８）昇降機 

項    目 品  名  形  式 

エレベーター（１基） 
油圧式寝台用エレベーター 

ＨＢＵ－７５０－２Ｓ４５ 
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（９）合併浄化槽 

処理対象人員  ５００人 

日平均汚水量  １００㎥／日 

流入水質        ＢＯＤ ２００ｍｇ／ｌ  ＳＳ  ２５０ｍｇ／ｌ 

放流水質        ＢＯＤ  ２０ｍｇ／ｌ  ＳＳ   ５０ｍｇ／ｌ 

処理方式        接触曝気方式（告示１２９２号第６の二） 

 

  使用機器 

機  器 数量 仕            様 

曝気ブロワー ２ ５０Ａ×２．００㎥／分×０．４ｋｇ／ｃ㎡×３．７ｋｗ 

調整層ブロワー １ ５０Ａ×１．２８㎥／分×０．４ｋｇ／ｃ㎡×２．２ｋｗ 

自動微細目スクリーン １ ２．５ｍ／ｍ２７㎥／時×０．０２５ｋｗ 

原水ポンプ ２ ５０Ａ×０．３㎥分×６．０ｍ×１．５ｋｗ 

調整ポンプ ２ ５０Ａ×０．１㎥／分×６．０ｍ×０．４ｋｗ 

散水ポンプ ２ ５０Ａ×０．３㎥／分×１５．０ｍ×２．２ｋｗ 

放流ポンプ（総排水分） ２ ６５Ａ／０．３㎥／分×１５．０ｍ×３．７ｋｗ 

 

（10）カラオケ機器  

項       目             型           番 

カラオケ機器 
通信カラオケ ＤＡＭ－ＸＧ１０００Ⅱ（Ｒ） 

通信カラオケ ＤＡＭ－ＰＤ Ｖ 

 

設備機器業者 

機   器   名 業          者          名 

キュービクル制御盤 内外電機（株） 

受電用変圧器 日立電機（株） 

非常発電機 
発電機   東洋電機（株） 

エンジン  ヤンマー 

吸収式冷温水発生器 矢崎総業（株） 

ファンコイルユニット 木村工機（株） 

ビル用マルチ ダイキン工業（株） 

排気用ファン 三菱電機冷熱設備（株） 

受水槽 積水プラントシステム（株） 

自動給水ポンプ 川本製作所（株） 

排水ポンプ 川本製作所（株） 

感知器 ニッタン（株） 

非常ベル ニッタン（株） 
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火災受信機 ニッタン（株） 

非常放送設備 ＴＯＡ（株） 

スピーカ ＴＯＡ（株） 

誘導灯 東芝ライテック（株） 

消火栓総合盤 立売堀製作所（株） 

消火栓ポンプ 川本製作所（株） 

消火用補給水槽 ホーコス（株） 

消火器（粉末ＡＢＣ） 森田ポンプ（株） 

自動ドア （株）ナブコ 
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